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米国の高齢社会をささえる
American Society on Aging （ASA） の活動
<報告 >
山本   武志 （札幌医科大学）
　2015 Aging in America Conference が米国シカゴの Hyatt Regency Chicago にて、3 月 23 日
〜27 日に開催された。本学の船木講師が研究代表者である研究班（科学研究費基盤研究（C）都
市部及び農村地域における高齢者の孤立化に関する実証的・文献学的研究）を代表して山本が、
3 月 25 日の Poster Session にて「Experience and history of daily life of the elderly living alone: 
interview survey in Japan」というタイトルで報告をした（図 1）。本研究はすでに本研究班が同
誌で報告しているように 1）、わが国の高齢化の現状、高齢者の生活・QOL・幸福感について、ひ
とり暮らし高齢者の生活視点から明らかにすることを目的としている。
　2015 Aging in America Conference を開催している American Society on Aging （ASA）は、
1954 年に Western Gerontological Society として設立され、加齢の身体的･精神的･社会的、経済的、
霊的側面に関心のある様々な職種（実践家、教育者、管理者、為政者、ビジネスマン、研究者、学生）
5,000 人が加盟している無二の団体である。ASA は年次カンファレンスを開催する以外に、
Aging に関する出版物の発行や Webinar の開催など、会員の教育･学習を発展させる多くのリソー
スを提供している。たとえば、ASA のニュース・ペーパー「Aging Today」はタブロイド判毎
号 15 ページの分量があり、これが（海外の会員にも）隔月発行で送られてくる。また、
Webinar が週に 1 回程度の頻度で開催されており、規模が大きいだけではなく活動も活発である。












　なお、2016 Aging in America Conference は Washington DC の Marriott Wardman Park and 
Omni Shoreham Hotels で 3 月 20 日〜24 日に開催される。Conference の参加費は 590 ドル
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要件は、SOC(Sense of Coherence) 概念のいうところの「人生経験の質」と、それによって
形成される SOC であることが推察された。
1）　船木祝，山本武志，旗手俊彦，粟屋剛 (2015) 高齢者の一人暮らしを支えている精神的・社会
　　的状況，北海道生命倫理研究 , 3, 13-26.
図 1. 2015 Aging in America Conference での報告に使用したポスター
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